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⑥ 市民憲章
広
報

わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史には
くまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田圃教街文化都市をめざす市民としての滑

纈鰯酬雁脇こ溌瀞霊鰐。
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め鰹かなあびこにします
みんなで話しあいきまりを守り明るいあびこにします １

１

１４

１
１

６

‘‘-票のﾗｲド,,は
手篭県知事圏寧の鐙

平
成
７
年
秋
の
完
成
を
目
指

し
て
、
平
成
５
年
度
に
着
工
す

る
予
定
で
し
た
、
我
孫
子
駅
前

貨
物
線
跡
地
の
複
合
文
化
施
設

〃
ア
ゼ
リ
ア
．
あ
び
こ
″
の
建

設
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

市
の
財
政
事
情
か
ら
延
期
す
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

〃
ア
ゼ
リ
ア
・
あ
ぴ
こ
″
建

設
計
画
は
、
平
成
３
年
度
か
ら

本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま

し
た
が
、
こ
の
時
点
に
お
い
て

は
、
本
市
の
財
政
基
盤
の
柱
で

我
孫
子
駅
貨
物
線
跡
地
複
合
文
化
施
設

″
ア
ゼ
リ
ア
。
あ
び
こ
〃
の
建
設
延
期
に
つ
い
て

次
の
要
件
を
備
え
、
「
我
孫
子

市
選
挙
人
名
簿
」
に
記
載
さ
れ
て

い
る
方
で
す
。

⑪
昭
和
妃
年
３
月
巧
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方

②
平
成
４
年
ｎ
月
型
日
ま
で
に
本

市
に
転
入
届
を
し
た
方
で
引
き
続

き
居
住
し
て
い
る
方

⑧
公
職
選
挙
法
に
規
定
す
る
選
挙

あ
る
税
の
収
入
は
、
順
調
な
伸
び

を
示
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
日
の
経
済

状
況
の
な
か
で
、
い
ま
ま
で
の
順

調
な
税
収
の
伸
び
は
一
転
し
、
平

成
５
年
度
に
あ
っ
て
は
、
ほ
ぼ
前

年
並
み
の
税
収
し
か
確
保
で
き
な

い
見
通
し
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
後
、
数
年
間
の
財

政
見
通
し
に
お
い
て
も
、
こ
う
し

た
傾
向
が
続
く
も
の
と
予
測
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
か
つ
て
な
い
厳
し

投
票
で
き
る
方

〆

平
成
４
年
ｎ
月
犯
日
以
降
に
、

本
市
に
県
内
か
ら
転
入
し
た
方
は
、

前
住
所
地
の
市
町
村
の
選
挙
人
名

簿
に
記
載
霊
示
中
と
い
い
、
転

出
し
た
が
抹
消
す
べ
き
期
日
が
来

な
い
者
）
さ
れ
て
い
れ
ば
、
我
孫

◎
転
入
し
た
方

払
介
０
４
斗
イ
Ｌ
、
汎

い
な
い
方

い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
５

年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
、

市
民
の
み
な
さ
ま
の
生
活
に
直
結

す
る
生
活
関
連
予
算
を
ま
ず
第
一

に
確
保
す
る
こ
と
と
し
、
〃
ア
ゼ

リ
ア
．
あ
び
こ
″
の
建
設
延
期
を

決
定
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
事
業
の
計
画
に
あ
た
り
ま
し

て
は
、
市
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
も
、

早
期
完
成
の
ご
要
望
や
多
種
多
様

な
ご
提
案
を
い
た
だ
い
て
ま
い
り

ま
し
た
趣
こ
れ
ら
ご
期
待
に
応

え
る
事
な
く
延
期
す
る
こ
と
を
深

と
被
選
挙
権
の
停
止
を
受
け
て

千
葉
県
内
の
他
市

町
村
か
ら
住
所

を
変
更
し
た
人

任
期
満
了
に
伴
う
干
葉
県
知
事
の
選
挙
は
、
２
月
型
日

（
月
）
に
告
示
さ
れ
、
３
月
脾
日
（
日
）
が
投
票
日
と
な
り
ま

す
。
発
展
を
続
け
る
千
葉
県
の
県
政
を
担
い
、
そ
の
執
行
に

あ
た
る
知
事
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。
棄
権
せ
ず
、
み
な

さ
ん
の
貴
重
な
一
票
で
県
政
を
託
す
人
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

Ⅱ
選
挙
管
理
委
員
会
壷
（
弱
）
１
１
１
１
内
線
３
４
６
Ⅱ

く
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
予
定
に
つ
き
ま

し
て
は
、
た
だ
い
ま
検
討
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
検
討
が

ま
と
ま
り
次
第
、
市
民
の
み
な

さ
ま
に
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り

ま
す
。今

後
と
も
ご
協
力
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。▼
問
い
合
わ
せ
企
画
財
政
部

貨
物
線
跡
地
対
策
室
壷
（
顕
）
１

１
１
１
内
線
２
２
８

子
市
長
の
発
行
す
る
住
所
証
明
書

（
無
料
で
市
民
課
窓
口
で
発
行
し

ま
す
）
を
持
参
す
る
こ
と
に
よ
り

前
住
所
地
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

※
県
内
の
住
所
移
転
は
１
回
限
り

で
す
。
ご
注
意
く
だ
き
い
。

◎
転
出
し
た
方

我
孫
子
市
か
ら
県
内
の
他
市
町

村
へ
、
平
成
４
年
ｎ
月
型
日
以
降

に
転
出
し
、
転
出
先
の
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

そ
の
住
所
地
の
市
町
村
長
が
発
行

す
る
住
所
証
明
書
を
受
け
、
我
孫

子
市
で
投
票
で
き
ま
す
。

』

9

投
票
用
紙
に
は
、
候
補
者
の
個

人
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
あ

な
た
の
大
切
な
一
票
が
ち
ょ
っ
と

の
不
注
意
で
無
効
投
票
と
な
る
場

合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
く

確
か
め
て
投
票
用
紙
の
所
定
柵
に

ハ
ッ
キ
リ
と
記
入
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
所
で
の
投
票
事
務
を
ス
ム

ー
ズ
に
行
う
た
め
、
投
票
所
整
理

券
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

投
票
所
整
理
券
は
、
投
票
日
ま

で
に
余
裕
を
も
っ
て
各
家
庭
に
届

く
よ
う
発
送
し
ま
す
が
、
万
一
、

紛
失
し
た
り
転
居
等
で
お
手
元
に

届
か
な
か
っ
た
場
合
は
、
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票

で
き
ま
す
の
で
、
当
日
投
票
所
の

受
付
係
に
そ
の
旨
を
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
投
票
所
整
理
券
は
１
枚

の
ハ
ガ
キ
に
４
名
分
が
連
記
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
各
自
切
り
離
し
て

本
人
が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
本

人
以
外
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
他

人
が
使
用
す
る
と
嗣
せ
ら
れ
ま
す
。

市民体育館は

全面休館します

3月14日（日）、開票会

場となる市民体育館は全

面休館（野球場、テニス

コート含む）します
て

③

▼不在者投票所
投
票
日
当
日
に
、
自
分
の
投
票

区
の
区
域
外
で
仕
事
に
従
事
す
る

方
、
病
人
の
看
護
、
や
む
を
得
な

い
用
事
等
で
市
外
に
旅
行
予
定
の

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
投
票

区
お
よ
び
投
票
所
の
変
更
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

今
ま
で
、
「
第
型
投
票
区
」
で

投
票
し
て
い
た
方
の
う
ち
箒
天
王

台
４
丁
目
２
番
か
ら
７
番
、
同
９

投票灰が変わります
天王台4丁目

にお住まいの方(2～7番､9～15番）
天王台5丁目

（3～21番）

不
在
者
投
票
は

早
め
に
済
ま

県
道
船
橋
我
孫
子
線

↑
取
手

不在者
投票所

市
民
会
館

列
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

方
、
病
気
や
出
産
な
ど
で
病
院
に

入
院
す
る
方
に
限
り
、
投
票
用
紙

の
購
求
兼
宣
誓
醤
（
不
在
者
投
票

所
で
自
筆
記
入
を
要
す
）
を
提
出

番
か
ら
嘔
番
、
天
王
台
５
丁
目
３

番
か
ら
型
番
に
お
住
ま
い
の
方
は
、

今
回
の
千
葉
県
知
事
選
挙
か
ら
第

蝿
投
票
区
（
左
図
参
照
）
と
し
て
、

投
票
所
が
泉
集
会
所
（
泉
詔
の
虹
）

に
変
わ
り
ま
す
。

な
お
、
投
票
所
が
変
更
と
な
る

方
は
、
投
票
用
紙
の
喪
面
に
投
票

所
の
略
図
が
記
戦
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
確
認
の
う
え
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

東
別
館

今回変更となる投票区・投票所；
■

一
■
。 園去務局西別館

●投票所（第18投票区・泉集会所）

■ロ変更区域界

[二戸
購今

せ
ま
し
よ
う

7布佐→

手賀沼

＝

ド

し
、
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

な
お
、
不
在
者
投
票
所
に
は
、

立
候
補
者
名
が
表
示
き
れ
て
い
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
２
月
配
日
（
月
）
か
ら
３

月
週
日
（
土
）
ま
で

▼
時
間
午
前
８
時
鋤
分
か
ら
午

後
５
時
ま
で
（
土
・
日
曜
日
と
も
）

▼
場
所
市
民
会
館
南
側
、
選
挙

管
理
委
員
会
プ
レ
ハ
ブ
事
務
室

（
上
図
参
照
）

▼
持
参
す
る
も
の
認
印
と
投
票

所
整
理
券

函冨⑳＠團亀
へ信地薪吏票司公
湖；公§なが8館孫
1日一区一に所第民我

晶
一沼北変投レミ区

■
■

下 総基地 米軍機使用絶対反の 先

今回変更となる投票区

第22投票区
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職員手当城員に支給される主な1職員手当の内容(平成4年4月1日現在）
市職員給与の公表

我孫子市職員の給与等の実態を市民のみなさんにご理解いただくため、そのあらましを

次のとおりお知らせします｡市職員の給与は、r地方自治法｣、r地方公務員法」に基づいて
制定した『我孫子市一般職の職員の給与に関する条例」や「我孫子市特別職の給与等に関
する条例」およびその他の給与条例・規則によって支給されています。なお、給料、手当
の額については、国と比較するため改正前のものです。＝人事課＝

1
1

ヘ

I

▼ 参考

’’’

’
鯛員給与費(平成4年度普通会計当初予算):職員手当には退職手当が含まれません。

ｆ
ｌ

▲給与月額とは､月々支給される給料及び職員手当醐末･勤勉手当､退職手当を除く全ての手当)の合計をいいます。

〃

④職員の初任給
(平成4年4月1日現在）

学校卒業後、直ちに

採用された者の初任給

と、その後引き続き2

年間勤務したときの給

料月楓

⑤職員の学歴別、経験年数別平均給料月額(平成4年4月1日現在）

▲経験年数とは、学校卒業後直ちに市に採用され、引き続き勤務している場合には採用後の年数をいい、採用前に民
間歴等のある場合にはその期間を換算し、採用後の年数に加算した年数をいいます。

⑧特別職の報酬等の状況
阿

I

’ ’
▲戦員数は、執孫子市

当する代表的な職名です。

区分

扶
養
手
当

住
居
手
当

’

通
勤
手
当

期
末
・
勤
勉
手
当

退
職
手
当

我孫子市

○配偶者16,000円

○配偶者以外の扶韮親族

2人まで1人5,500円

3人目から1人1,000円

○配偶者のない鞭貝の扶韮親族

1人11,000円

○母子・父子家庭の扶誕親族

1人16,000円

○借家の場合（家麓10,000円を超える場

合に限る）

家賃の額に応じて24,000円を限度に支

給

○自宅の場合

・世帯主

○同居の場合

6,500円

3,500円

○祗車・バスを利用する場合

定期代40,000円までは全額支給。それ

を超える部分は、超える額の半額支給

(5,000円,を限度）

○乗用車等を利用する場合

通勤距離等に応じて4,400円～22,650

円を支給

(平成3年度支給割合）

期末手当勤勉手当

6月期1.60月分0．6月分

12月期2.10月分0.6月分

3月期0．55月分一

計4.25月分1.2月分

鮒｣J)鯛．鰯の鰐による､#縮有

(支給率）自己都合勧奨・定年

勤続20年21.60月分35.766月分

勤続25年34.00月分46.033月分

勤続35年48,833月分64.966月分

簸高限度額60.00月分64.966月分

l崎たりの平賊緬2,030千円17,373千円

その他の

加算措澄

退職時

特別昇級

定年前早期退臓特別措置

(2％～20％の加算）

勧奨・定年退城者

2号給

国

○配偶者16，

○圃珊者以外の扶韮籾族

2人まで1人5，

3人目から1人1，

○配偶者のない職員の扶蕊親族

1人11,

円
円
円
円

０
０
０
０

０
０
０
０

０
５
０
０

○借家の場合（家賀11,000円を超える場

合に限る）

家賃の額に応じて23,000円を限度に支

給

○自宅の場合

1,000円（新築取得後5年間2,500円）

○泄車・バスを利用する場合

定期代40,000円までは全額支給。それ

を超える部分は、超える額の半額支給

(5,000円を限度）

○乗用車等を利用する場合

通勤距離等に応じて2,000円～18.800

円を支給

(平成3年度支給割合）

期末手当勤勉手当

6月期1.60月分0．6月分

12月期2.10月分0．6月分

3月期0.55月分一

計4.25月分1．2月分

鯛上の繩､鰯の鰐I§よる加縮有

(支給率）自己都合勧奨・定年

分
分
分
分

月
月
月
月

５
０
０
０

７
５
０
０

８
５
７
７

■
●
●
●

８
４
２
２

２
４
６
６

分
分
分
分

月
月
月
月

０
５
０
０

０
７
５
０

●
■
Ｃ
Ｄ

１
３
７
０

２
３
４
６

年
年
年
額

０
５
５
度

２
２
３
限

続
続
総
高

勤
勤
勤
最

その他の

加算措泄

退城時

特別昇級

定年前早jⅢ退職#粥U措詮

(2％～20％の加算）

1号朧

住民錐本台帳人口
(平成4年3月31日現在）

歳出額（A） 実 質収支 人件饗（B） 人件費率(B/A）

千円’

26,924,950

|職員のみ人件職

’
千円

5,930,590

靴員のみ人件賀率

22.0

％

における
りの住民数

我孫子市126

30市平均119

人

職員数

(A）

’
人

965

給 与費

給料
千円

3,436,621

職員手当
千円

1,084,428

期末･勤勉手当
千円

1,856,186

計（B）
千円

6,377,235

1人当たり

給与費(B／A）

6,608

千円

千円

653,111 7,490,834

千円

27.8

％

区分

我孫子市

国

県内30市

平均

－般行政職

平均給料月額

296,270

円

275,128

円

295,800

円

平均給与月額

385,058

円

1－

平均年齢

37歳10か月

38歳8か月

38歳3か月

技能労務職

平均給料月額

300,847

円

255,164

円

280,600

円

平均給与月額

374,009

円

’

１

平均年齢

45歳6か月

48歳Oか月

46歳5か月

区 分

我孫子市

国

県内30市平均

大学卒

高校卒

大学卒

高校卒

大学卒

高校卒

一般行政職

初任給

167,300円

139,300円

168,000円

124,900円

’164,580円

133,143円

採鯛2年縫う幽後
撮合米卜月郡〔

178,000円

153,700円

180,000円

133,800円

一

調整手当
P

我 孫子市

給料、扶養手当、管理職手当

の合計の10％。1人当たりの

平均支給年額346,380円（平

成3年度決算）

国

給料、扶菱手当、管理城手当

の合計に一定率（地域により

10％以内）を乗じた額

特殊勤務

手当

(平成3年度決剣

区 分

職員全体に占める手当支給職員の割合

支給対象職員1人当たり平均支給年額

手当の種類（手当数）

代表的な手当の

名 称

支給額の多い手当

多くの]賊員に支給

ざれている手当

全職種

51.4％

55,275円

29

夜間勤務手当、消掃作業

手当､保育手当､技術職員
手当

夜間勤務手当、澗掃作業
手当、保育手当、税務手
当、技術職風手当

区 分

一般行政職

技能労務職

大学卒

高校卒

高校卒

経験年数10年

給料月額

251,100円

210,000円

196,550円

経験年数15年

給料月額

296,800円

255,300円

225,600円

経験年数20年

給料月額

336,380円

299,760円

289,200円

時間外

｜勤務手当

平成2年度

(決算）

平成3年度

(決算）

支給総額

職員1人当たり支給年額

支給総額．

〕職員1人当たり支給隼額

259,289千円

278千円

269,756千円

283千円

区 分

市長

助役

収入役・教育長

水道事業管理者

議 長

副議長

議員

報酬等
(平成4年4月1日適用）

890，000円

760，000円

685，000円

665，000円

495，000円

445，000円

410，000円

期末1手当
（平成4年度支給割合）

6月期2.20月分

12月期2.70月分

3月期0.55月分

計5.45月分

区分

樗準的な職務内容

1

職 貝数

構成 比

参
考

1年前の

櫛成比

5年前の

柵成比

1級

主事袖

30

人

5.1

％

4.0

％

4，5

％

2級

主事

95

人

16.0

％

16.7

％

％

28.2

3級

主任主事

143

人

24.1

％

26.7

％

"

35.2

％

4級

主任

一

人

125

21.1

％

18

％

3.1

%！

5級

I

係長

人

117

19．7

％

20.3

％

19．5

％

6級

課長袖佐

25

人

4.2

％

4．0

％

1．2

％

7級

課長

人

34

5.7

％

6.0

％

5．9

％

8級

部長

24

人

4.1

％

4.1

％

2.4

％

計

／
593

人

100

％

100

％

100

％
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「
後
進
の
人
た
ち
の
た
め
に
、

ゴ
ル
フ
の
プ
レ
ー
し
や
す
い
環
境

を
作
る
こ
と
超
私
の
ラ
イ
フ
・

ワ
ー
ク
。
こ
の
仕
事
を
評
価
し
て

頂
け
た
こ
と
が
う
れ
し
い
」
と
、

ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
（
プ
ロ
ゴ
ル
Ｚ

と
し
て
、
１
月
羽
日
（
金
）
に
文
部

大
臣
表
彰
を
受
け
た
山
本
さ
ん
は

そ
の
喜
び
を
語
る
。

プ
ロ
ゴ
ル
フ
ア
ー
に
な
る
き
っ

か
け
は
、
昭
和
３
年
に
川
奈
ホ
テ

ル
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
の
建
設
事
務
所

で
働
い
て
い
た
と
き
、
運
動
が
好

き
で
暇
を
見
て
は
ゴ
ル
フ
の
練
習

を
し
て
い
た
の
を
常
務
に
認
め
ら

れ
、
東
京
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
ゴ
ル

フ
の
修
業
に
出
さ
れ
た
こ
と
。

５
年
に
、
当
時
は
ま
だ
少
な
か
つ

市 営住
－ユー

圃司
一二一

「

小暮団地など総数"戸入居謡諜
』

｡

｣

▼募集内容た
プ
ロ
と
し
て
川
奈
ホ
テ
ル
で
第

一
歩
を
踏
み
出
し
、
東
京
ゴ
ル
フ

倶
楽
部
を
経
て
７
年
か
ら
魂
年

ま
で
我
孫
子
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
所

属
。
そ
の
後
も
後
進
プ
ロ
だ
け
で

な
く
、
広
く
ア
マ
チ
ュ
ア
に
対
し

て
ゴ
ル
フ
の
指
導
を
行
い
、
底
辺

の
拡
大
に
尽
力
し
た
。

垂
画
画
画
回
珂
Ｉ
ｒ
■
ｒ

ｒ
ｌ

と

I

’

出
さ
れ
、
同
居
で
き
る
こ
と
が
確

実
で
あ
る
方
）
。
た
だ
し
、
２
，
Ｋ

程
度
以
下
の
住
宅
に
つ
い
て
は
釦

歳
以
上
の
男
性
、
釦
歳
以
上
の
女

性
お
よ
び
１
級
か
ら
４
級
ま
で
の

身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
等
は
、
単
身
で
も
入

居
で
き
ま
す
。

③
母
子
住
宅
入
居
希
望
の
場
合
は
、

加
歳
未
満
の
子
供
を
扶
養
し
、
か

つ
市
が
発
行
す
る
証
明
書
の
交
付

を
受
け
て
い
る
こ
と

④
身
障
者
住
宅
入
居
希
望
の
場
合

ま
た
、
終
戦
後
間
も
な
い
幻
年

に
は
、
関
東
プ
ロ
ゴ
ル
フ
協
会
再

開
に
奔
走
し
た
り
、
詑
年
の
日
本

プ
ロ
ゴ
ル
フ
協
会
創
立
に
あ
た
っ

て
は
、
副
理
事
長
、
理
事
長
を
歴

任
す
る
な
ど
、
プ
ロ
ゴ
ル
フ
界
の

組
織
作
り
に
も
大
き
く
貢
献
し
た
。

今
で
も
、
日
本
プ
ロ
ゴ
ル
フ
協

I

スポーツ功労者として
文部大臣表彰を受けた
やまもとますじろう

山本増二郎さん
（白山）

は
、
車
い
す
を
常
時
使
用
し
て
い

る
身
体
障
害
者
が
い
る
世
帯
で
、

か
つ
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
こ
と

⑤
現
在
、
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
な
方

⑥
国
税
又
は
、
地
方
税
を
滞
納
し

て
い
な
い
方

▼
入
居
資
格
収
入
基
準
１
種
。

２
種
と
も
入
居
査
格
収
入
基
準
に

該
当
す
る
方
（
２
月
１
日
号
広
報

２
面
を
ご
覧
く
だ
さ
巴

▼
募
集
期
間
２
月
超
日
（
木
）
か

会
相
談
役
の
か
た
わ
ら
、
ゴ
ル

フ
教
室
を
開
い
た
り
と
、
ゴ
ル

フ
識
け
の
毎
日
を
送
る
。

「
最
近
、
ゴ
ル
フ
人
口
が
増

え
て
う
れ
し
い
半
面
、
エ
チ
ケ

ッ
ト
を
知
ら
な
く
て
守
ら
れ
な

い
こ
と
が
あ
る
の
が
残
念
」
と

い
う
。
そ
れ
だ
け
に
「
ゴ
ル
フ

教
室
で
は
、
技
術
や
ル
ー
ル
の

講
習
の
ほ
か
、
エ
チ
ケ
ッ
ト
に

つ
い
て
も
時
間
を
割
い
て
教
え

て
い
ま
す
。
み
ん
な
が
互
い
に

気
を
つ
け
て
、
楽
し
く
プ
レ
ー

し
た
い
で
す
ね
」
と
強
銅
し
た
。

「
こ
れ
か
ら
も
ゴ
ル
フ
界
発

展
の
た
め
に
働
き
続
け
た
ど

と
意
欲
満
満
。
「
今
で
も
ま
だ
現

役
で
す
よ
』
と
笑
う
。
錘
歳
。

ノ

動
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
等
を
行
う
こ
と

小
・
中
学
校
な
ど
の
団
体
活
動
１
８
０
～
２
０
０
円
然
の
家
套
亜
）
１
９
２
３
へ
イ
ー
に
富
ん
だ
組
み
合
わ
せ
が
可
▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課

▼
利
用
時
間
下
表
の
と
お
り

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
年

間
を
通
じ
て
、
定
期
的
に
施
設
の

利
用
を
希
望
す
る
団
体
は
、
申
請

書
（
体
育
課
に
用
意
）
に
記
入
し
、

２
月
翠
曰
く
月
・
必
着
）
ま
で
に
、

が
で
き
ま
す
。

部
利
屠
で
き
ま

く
）
に
小
学
校
施
設
（
運
動
場
・

体
育
館
）
を
利
用
し
、
ス
ポ
ー
ツ
活

ら
加
日
（
金
）
ま
で

▼
申
込
害
配
布
期
間
２
月
沁
日

（
金
）
ま
で

※
市
営
住
宅
入
居
申
込
書
と
市
営

住
宅
入
居
調
書
は
、
厚
生
課
及
び

園
（
沼
南
皿
に
隣
接
し
、
３
０
０
て
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
祝
日
、
年
末
年
始
そ
れ
で
は
、
主
食
と
と
も
に
食
炊
き
た
て
は
も
ち
ろ
ん
、
冷
た

人
が
同
時
に
宿
泊
で
き
る
施
設
の
◎
利
用
案
内
▼
申
し
込
み
。
予
約
宿
泊
は
利
く
る
お
か
ず
を
比
べ
て
み
ま
し
ょ
く
な
っ
て
も
お
む
す
び
等
で
お
い

ほ
か
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
や
体
育
▼
宿
泊
。
施
設
利
用
無
料
用
日
の
６
か
月
前
か
ら
、
施
設
は
う
。
お
米
を
主
食
と
す
る
食
事
は
、
し
く
食
べ
ら
れ
る
お
米
。

館
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
各
種
団
▼
食
事
代
朝
食
４
６
３
円
、
昼
１
か
月
前
か
ら
（
夏
休
み
は
除
く
）
肉
料
理
の
よ
う
に
高
カ
ロ
リ
ー
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
食
品
と
し
て
の
お
一

体
活
動
に
利
用
で
き
る
施
設
を
備
食
５
６
６
円
、
夕
食
６
６
９
円
▼
問
い
合
わ
せ
沼
南
町
泉
１
２
も
の
か
ら
焼
魚
、
煮
物
な
ど
低
力
米
の
良
さ
を
、
再
認
識
し
て
み
て

え
て
い
ま
す
。
▼
シ
１
ツ
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
４
０
の
１
県
立
手
震
の
丘
少
年
自
ロ
リ
ー
の
も
の
ま
で
バ
ラ
エ
テ
は
い
か
が
で
す
か
。

当
少
年
の
家
は
、
手
爽
の
丘
公
や
子
供
会
な
ど
の
活
動
の
場
と
し
▼
休
み
の
日
毎
月
第
３
日
曜
日
、
ま
せ
ん
。
品
で
も
同
じ
こ
と
で
す
。

平
成
５
年
度
学
校
施
設

利
用
の
申
し
込
み
受
付
中

県
立
手
賀
働
丘
少
年
自
然
例
家
が

４
月
面
日
（
木
）
オ
ー
ブ
ン
嘉
言
付
革

｜’

ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
：
ｆ
§
§
ｆ
ｆ
ｆ
寺
＃
ｆ
§
ｆ
ｆ
ｆ
脅
令
§
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ

ロ

中
学
校
施
設
も
－

す
。

I

▼学校施設利用時間表 各
支
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

▼
入
居
可
能
日
４
月
１
日
（
木
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
申

込
書
に
必
要
書
類
を
添
付
し
、
市

役
所
厚
生
課
社
会
係
へ

’

Ⅱ

I

は
、
「
米
を
食
べ
る
と
太
る
」
等
と
法
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
カ
ロ
リ
ー
と
、
主
食
自
体
が
高
力
ロ
リ
ー
な

言
わ
れ
、
米
離
れ
に
な
っ
て
き
て
で
、
お
米
と
他
の
食
品
１
０
０
号
う
え
、
油
を
多
用
し
た
高
力
ロ
リ

い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
が
長
い
間
に
含
ま
れ
て
い
る
栄
養
を
比
べ
て
－
の
お
か
ず
と
の
組
み
合
わ
せ
に

主
食
と
し
て
親
し
ん
で
き
た
お
米
み
ま
し
ょ
う
。

片
寄
り
が
ち
で
す
。

は
、
そ
ん
な
に
太
る
食
品
な
の
で
※
米
１
４
８
鈴
。
贈
（
茶
わ
ん
％
）
こ
の
よ
う
に
、
お
米
は
他
の
主

し
よ
う
か
。
※
食
パ
ン
２
６
０
雫
。
糟
（
８
枚
食
に
比
べ
て
、
カ
ロ
リ
ー
コ
ン
ト

十
一
月
の
水
田
に
、
秋
の
深
ま

り
と
と
も
に
茎
や
葉
を
赤
く
染
め

鯵
雷
鰯
鯵
診
鏡
鰯
鰯
参

「
１
Ｊ

の
科
し
百

謬
鯵
鯵
蕩
場
〃
お
米
“

、
ｂ
二

〃
″
迅
も
や
、
、
に食

品
の
栄
養
価
を
比
べ
る
も
の
切
り
の
食
パ
ン
２
枚
分
）
ロ
ー
ル
が
し
や
す
く
、
肥
満
を
子

近
ご
ろ
、
若
い
人
た
ち
の
間
で
に
熱
量
（
カ
ロ
リ
ー
）
で
比
べ
る
方
能
で
す
。
こ
れ
が
他
の
主
食
で
す

※
即
席
焼
そ
ば
５
２
０
今
。
憎
（
１
防
す
る
食
品
と
し
て
も
適
し
て
い

食
分
）
ま
す
。
こ
う
し
た
お
米
も
、
度
を

※
ミ
ル
ク
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
５
５
越
し
て
食
べ
た
り
、
運
動
量
が
少

３
鎌
。
帽
（
板
チ
ョ
コ
２
枚
分
）
な
か
っ
た
り
、
お
か
ず
と
の
組
み

こ
う
し
て
み
る
と
お
米
は
決
し
て
合
わ
せ
方
に
よ
っ
て
は
太
る
原
因

カ
ロ
リ
ー
の
高
い
食
品
で
は
あ
り
と
も
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
他
の
食

た
ヤ
ナ
ギ
タ
デ
が
見
ら
れ
た
。
葉

は
柳
の
よ
う
に
細
く
、
茎
の
先
端

に
は
花
穂
が
垂
れ
、
ま
ば
ら
に
つ

け
た
白
色
の
花
は
わ
ず
か
に
紅
色

を
帯
び
て
趣
が
あ
っ
た
。

こ
の
花
に
は
花
び
ら
が
な
く
、

花
の
色
は
「
が
く
」
の
色
で
あ
る
。

か
か
ら

み
葉
を
噛
む
と
ピ
リ
リ
と
し
た
辛

味
が
あ
り
、
若
い
も
の
は
刺
身
の

つ
ま
に
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

ヤナギタデ
ﾛ

(たで科）

ヤ
ナ
ギ
タ
デ
は
辛
味
が
あ
る

た
め
香
辛
料
に
さ
れ
る
が
、
辛

味
が
な
い
た
め
役
立
た
な
い
他

の
タ
デ
に
対
し
て
ホ
ン
タ
デ
ま

た
は
マ
タ
デ
と
呼
ぶ
。

た
で

ま
た
、
「
蓼
食
う
虫
も
好
き

ず
き
」
と
い
う
諺
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
ヤ
ナ
キ
タ
デ
の
こ
と
で
、

「
辛
い
蓼
の
葉
を
好
ん
で
食
べ

る
虫
が
い
る
よ
う
に
、
人
の
好

み
も
様
々
で
あ
る
」
と
い
っ

た
意
味
で
あ
る
。
こ
の
野
草

の
食
べ
方
は
、
花
茎
や
葉
を

揚
げ
物
に
し
た
り
、
サ
ラ
ダ

し
あ
え
に
す
る
と
よ
い
と
い

○

一
フ や

洋
食
の
添
え
物
に
使
っ
た

り
、
ゆ
で
て
鋒
羅
あ
え
、
か
ら
、

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）’ ノ

住宅名称

(住所）

小暮

商野111537

禰也の1

東我孫子B
東税孫子1

丁目31裾

都

都部

部
69稀地

合計

1

一

19

ー

1

25

一般住宅

3DK

2K

43,000

7,000

募集戸数

I種‘

18

2種

一

13

一

一

ー

3

2

5

1

母子住宅

身隙者住宅

一般住宅

母子住宅

3DK

3，K

2DK

2DK

住宅種別 タイプ
家賃月額(円）
(入居月家賃
～最終家侭）

一般住宅

3，K
43,000
～48,000

3，K

ｎ
Ｕ

ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ

《
Ⅱ
Ｕ
ｎ
Ｕ

ｎ
Ｕ
？

，
ワ
ー

①
白
、
く
り

３
－

.22,000

～27,000

回
花
壇
設
計

５
コ
ン
ワ
ー
ル

第

作
品
募
集

の
種
類
は
問
い
ま
せ
ん
。

▼
応
募
資
格
市
内
在
住
・
在

勤
の
方
（
専
門
業
者
は
除
く
）

▼
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ

草
花
の
配
置
種
類
、
色
等
を

み
な
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
で
む
春
花
麺
の
設
計
を
公
募
し
ま
図
面
に
書
い
て
、
住
所
、
氏
名

手
寅
沼
公
園
の
花
亜
を
彩
っ
て
す
。
を
明
記
し
、
３
月
巧
日
（
月
、
消

み
ま
せ
ん
か
。
〃
緑
豊
か
な
潤
い
▼
設
計
対
象
手
蛍
沼
公
園
花
鯉
印
有
効
）
ま
で
に
、
我
孫
子
１

の
あ
る
街
づ
く
り
″
を
進
め
る
（
５
減
×
皿
越
、
使
用
す
る
草
花
８
５
８
市
役
所
公
園
緑
地
課
へ

一
環
と
し
て
、
美
し
く
心
な
ど
は
球
根
類
、
一
年
葵
宿
根
草
等
郵
送
ま
た
は
持
参

～

平日

土曜日

学校

休業日

運動場

午後1時から

5時まで

午前9時から

午後5時まで

体育館

午後5時から

9時まで

午後1時から

9時まで

午前9時から

午後5時まで

縁、ダ
ト

蓮I
､

&
ヘ

リ｛‘；

識1J
毎

夛 麓
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かわしまかおり

川島香織ちゃん
（天王台。1歳7か月）

■
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０
１
１
『
１
Ｊ
■
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一
Ｆ
■
■
１
１
１
１
Ｊ
・
１
１
１
．

事業計画変更に伴い意見のある

方は平成5年2月28日までに県知

事に対し意見書の提出ができます。

仁問い合わせ区画整理課

シ日時、毎週木曜日午前10時から

11時30分

ヶ場所湖北台市民センター（場

所が確保されだ場合に限る）

し内容ストレッチ体操、リズム

ダンス等の組み合わせ

修会費月2000円、入会金1000円

し申し込み・問い合わせ電話で

佐々 木壷(88)3548へ

’
Iー

や
r蕊一

J

qマ印
Ｌ

Ｉ

■

日

Ⅱ

ｌ

Ｌ

Ⅱ

Ⅱ

Ｆ

１

’⑤鶏卵業者⑥味噌業者
ヘ

平成5年1月1日現在の農業委

員会選挙人名簿を縦覧します。

伝縦覧期間2月23白(火)から3

月g日(火)まで

合縦覧場所・問い合わせ選挙管

理委員会事務局

なかやまゆうき

中山優貴〈ん
（並木。1歳10か月）

ｌ
均
一１
１ 園画｡.

I」
※申請用紙は同校で配布、業者決

定は3月上旬申請者全員に文書で

通知します。

惨問い合わせ白山中学校壷(84）

L

’
⑮⑤⑨圃愚固定資産課税台帳は、固定資産

の状況、価格等が登録されており、

これに基づいて平成5年度の固定

資産税が決定されます。

平成5年1月1日現在で土地、

家屋等の固定資産を所有している

方は、この機会|こ登録内容の確認

をしてください。

また、内容に不服のある場合は、

縦覧期間の初日から末日後10日ま

で|こ文書により固定資産評価審査

委員会に審査の申し出をすること

ができます。

し縦覧期間3月1日(月)から22

日(月)午前8時30分から午後5時

※土曜日、円曜円、祝日を除く

し縦覧場所・問い合わせ課税課

▼福祉の為にと社会福祉協議会へ

第一生命労働組合柏支部様から7

万円、真和工業(株)様から2万53

15円、湖北台教会教会学校様から

4500円、同婦人会様から1万円の

寄付がありましだ。

▼隈部徹様(我孫子)からボランテ

ィア活動のためにと社会福祉協議

会へ香典の一部2万円の寄付があ

りました。

▼社会福祉事業基金にとセブンイ

レブン我孫子柴崎台店様から匿名

のお客様から寄せられた4820円、

日立精機(株)業績表彰受彰者一同

様から受賞金5万円、今村賢之助

様(並木)から市民まつりでの大道

芸の収益金1万円、我孫子栄光教

会様(中峠)から子供達の献金の一

部4000円の寄付がありました。

▼お菓子のコトプキ様(本町)から

精神薄弱者軍牛施設あらき園にと

ケーキの寄贈がありましだ。

▼故川畑栄一様のご遺族からふる

さと手賀沼ふれあい計画推進蟇余

にと金一封の寄付がありましだ。

▼八ツ手我孫子グループ様から西

部福祉センターゲートボール場椅

子購入費として古紙の資源化収益

金10万円の寄付がありました。

ｂ

1
’’

回国園回
｜

’
’

佳日時2月25日(木)午前10時か

ら正午（参加費無料）

陰場所身体障害者福祉センター

しテーマ失語症とともに

伝講師吉畑博代氏（会田記念病

院言語療法士）

腰申し込み・問い合わせ電話で

身体障害者福祉センター壷(88)01

41へ(湖北駅北□から送迎あり）

仕事をお探しの方へ
東葛地域合同面接会

巳曰時2月26日(金)午前10時か

ら午後4時

伝場所松戸駅ビルボックスヒル

8階クリスタルホール

レ参加企業我孫子市、柏市、流

山市、松戸市の企業34社

し問い合わせ雇用促進協力会事

務局盆0473(64)3111

ａ
Ｉ
ｈ
Ｕ
Ｂ
ｒ
Ｉ
Ｉ
も

’Sの26渡辺忍方我孫子スキークラ似申し込み．問い合わせ電話で 1

1

腰目時3月13日(土)午前9時受

付(学校休電業の土曜日です）

し場所湖北台中央公園(雨天中止）

し対象親と子（小学生5．6年

生）のペア(親以外の大人でも可）

し参加藁1ペア300円

し定璽先着100組

し申し込み・問い合わせハガキ

にペアの住所、氏名、年齢、学年、

電話番号を明記し、我孫子1:684教

育委員会体育課容(85)1151へ

鰯
函
２
月
鰯
鰯

伝資格登山に興味のある方（年

I
’ ’

だめに」講師木村孝一氏（東京理

科大学教授理学博士）世練習日毎週木曜日午後7時か

シ曰時2月21日（日）午前9時40

分(参加無料、軽食の用意あり）

し場所布佐南近隣センター

し内容＊講演『心を開く」講師

肇寺住職馬場昭道氏（午前10時

から1'1時30分）、＊壁画作り（午

後1時から1時30分）、＊大きな

声で歌いましょう（午後1時40分

から3時）

し問い合わせ布佐南地区まちづ

くり協議会壷(89)3740

(車でのご来場はご遠慮ください）

シ対象新小学1年生以上

し申し込み・問い合わせ3月31

日(水)までに電話で古屋壷(83)59

87または塚田盃(31)6918へｋ
－
Ｂ
Ⅱ
ｒ
■ '’

1

◎柴崎少年剣友会

い練習日毎週土曜日午後3時30

分から6時(我孫子警察署道場）

し対象新小学3年から6年生

◎柴崎少年柔道クラブ員

ら練習日毎週火曜日午後6時か

ら8時、毎週土曜日午後2時30分

から4時30分(我孫子警察署道場）

し対象小・中学生

囮申し込み．問い合わせいずれ

も往復ハガキに住所、氏名、年齢、

学年、保護者名、電話番号、r剣

道」または「柔道」と明記し、柴

崎904の1我孫子警察署防犯課

壷(82)0110内線260へ

、

1

．

I

’
伝日時3月3日(水)午前9時30

分から午後1時(参加費無料）

し場所親水広場r水の館｣研彦室
しテーマ生ごみリサイクルから

環境浄化を考える

し講師河辺隆也氏（筑波大学助

蕊

縦
I

シ定員①、②とも先着30名（両

方受講も可、受講料無料）

腰申し込み・問い合わせ電話で

市民生活課消費生活係へ

教授）

し定員先着2

レ問い合わせ

28e曲
な
認
。
呼

少
●
Ｃ
Ｏ
も
●
タ
℃

鐸
識
鉾
醗

00名(直陽会場へ）

盛田登(84)8026

薯鐸鶏の蕊について
－マー』

健康体操会
竺凸

ー

貝

白山中学校給食納入業者

農業委員会
選挙人名簿 の縦覧

平成5年2月1日現
人口122,872人

在＊世帯数40,547世帯
男61,661人女61,211人

●市役所本庁85-1111●市民図塞館本館84-1110
●つくし野支所84-8801湖北台分館87-3055
●湖北台支所88-0828 布佐分館89-1311．

●湖北支所88-2111移動画寒館87-0909

●布佐支所89-2358●都市改造事務所85-1171

●教育委員会85-1151●身体障害者福祉センター88-0141
●水道局84-0111●あらき園88-4188
●消防暑84-0119●つつじ荘88-0123

●少年センター84-1900●西部福祉センター85-5818
●保健センター87-1131●生活環境課(浄化槽）87-2379

●市民会館84-3311（ゴミ)87－0015（し尿)88-2547
●公民館中央82-0515●近隣センター布佐南89-3740

湖北地区88-4433天王台北82-9988 根戸83-5363

●鳥の博物館85-2212●市民センター寿83-7722

●市民体育館87-1155台88-9927布佐89-1193

湖北

’
固定資産課税台帳の縦覺

馴花舗司瀧鍜満

石けん工場見学参加者

親子スキー教室

身障センター講演会

湖北剣友会員

親子グﾗｳﾝド‘ゴﾙﾌ飴
日曜当番医･1週間の行事

テレホンサービス窓(85)1313

我孫子登山倶楽部会員
我孫子市社会福祉大会

Ⅲ⑰火

17水

18木

19金

20土

Z1⑧

22月

23火

24水

25木

26金

27土

画法律相談＝市民相談室9:00から先着10名程度

【室つつじ荘休館

画西部福祉センター休館

画消費生活相談＝市民相談室10?00～15:00

画健康相談＝つつじ荘11:00～12:00

画税務相談＝市民相談室10:00～15:00(予約制）

”酒害相談＝保健センター13:30～15:00

－市役所閉庁(一部の施設は除く）

画･少年の日

〃R曜当審医＝テレホンサービス
画休日熊砺科診慶日=休日叙急歯科診贋尻(而民会菌内)9:Mへ41:30
＝結婚相談＝寿市民センター10:00～14:00
画･家庭の日

、心配ごと相談＝布佐支所9:00～15:00

画市民図謹館・腸の博物館・市民体育館休館
画つつじ荘休館〃西部福祉センター休館

〃法律相談＝市民相談室9:00から先着10名程度

【毒消費生活相駁＝市民相談室10:00～15:00

‘霊-アルコール家族教室＝天王台青年館13:30～16:00

画人権・行政相談＝市民相談室10:00～15:00
〔蚕水道料金納入期限＝預金口座振替日

”国民年金保険料納期限＝口座振替日

〃市役所閉庁(一部の施設は除く）

画日曜当番医＝テレホンサービス

画休日鯛歯科診慶日二休日鱸歯科”所(市民会鬮内)9:00~11:30
I

根戸少年剣友会員
布佐南近隣センターで
お会いしましょう

千窯龍生活鯛ｾﾐﾅー

日
時

会
場

テ
ー
マ

講
師

①3月1日帽）

10:00～12:00

天王台北近隣

センター

心のすきを

狙います

－悪徳商法一

柏市消費

生活課副主幹

木村清一氏

②3月12日園

13:30～15:30

湖北地区

公民館

＜らしの中

の法律一

契約書とは何

か、保証人

とは他

弁護

安彦

土

和子氏

柴崎少年剣友会員
柴崎少年柔道クラブ員

生ごみﾘｻｲｸﾙ0舗齢




